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健全化が着実に進むインドの金融システム
2020年2月21日

ポイント① 不良債権比率は減少基調に

インドの銀行業界は2012年頃から資産内容の悪
化に直面していました。2014年に発足したモディ政
権は、処理すべき問題債権の所在を明らかにするた
め、資産区分の認定基準を厳格化するよう銀行業
界に求めました。この結果、2016年頃から貸出条
件緩和債権から不良債権への分類変更が進められ
ました。また、当局の指導を受けて、銀行側でも融資
審査の強化や透明化に向けた取り組みが⾒られるよ
うになりました。これらの施策により2018年以降は不
良債権処理に進展が⾒られるようになり、不良債権
比率が減少基調となっています。

ポイント② ノンバンクの流動性危機は収束へ

2018年に大手ノンバンクであるIL&FS社が経営破
たんに陥ると、ノンバンクは新たな資金調達が業界全
般で困難になり、高額消費などへの新規融資を大
幅に縮小しました。しかしながら、インド準備銀行によ
る資金供給などの諸施策により、ノンバンク業界の資
金繰りは安定化に向かいました。⾃動車販売は昨
年10月から急回復しており、ノンバンク業界の正常
化が⽰されています。

ポイント➂ 最悪期を脱しつつあるインド経済

実質GDP（国内総生産）は2019年7-9月期に
前年比＋4.5％と6年半ぶりの低成長となりましたが、
PMI（購買担当者景気指数）などの経済指標が
昨年10月頃から回復しており、10-12月期の経済
成長率は再加速すると⽰唆されています。IMFは今
年1月に新たな経済⾒通しを発表し、2020年に
+5.8%、2021年に+6.5%と、インド経済は緩や
かに回復するとの⾒通しを⽰しました。

（注）2016年以降は半期ごとの値
（出所）インド準備銀行のデータより野村アセットマネジメント作成

（注）3ヵ月移動平均値を表⽰
（出所）インド⾃動車工業会のデータより野村アセットマネジメント作成

図1：インドの銀行の不良債権比率
期間：2011年3月～2019年3月

図2：インドの乗用車・二輪車の販売状況
期間：2012年12月～2020年1月

図3：総合PMI（購買担当者景気指数）の推移
期間：2017年1月～2020年1月

（出所）ブルームバーグのデータより野村アセットマネジメント作成
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